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(3) 80キロ級高張力鋼の板厚方向に対する機械的性質の異方性は S 量によって異るが，水素含有量が
比較的多い場合には水素ぜい性によるわれの伝播が優先することを破面の解析などより明らかにし
ている。
(4) 以上の結果などより破面形態をチェックすることにより，水素誘起型の破面か否かを明らかにし
得る根拠と工学上の意義を明らかにしている。
以上本論文は従来ほとんど明らかでなかった水素ぜい化 水素誘起われの破面形態の特徴を系統的
に調査し，明確に整理しており，金属学上，溶接工学上貢献するところ大である。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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